
休館日 水曜日・祝

日・年末年始（水

曜が祝日の時は翌

木曜日も休館） 

 

No.１６７                      岡山市立北公民館だより               平成３１年２月１６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
四
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ

通
信
も
七
十
四
回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
、
岡

山
市
立
北
公
民
館
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
繋
が
り
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

―
公
民
館
は
い
つ
で
き
た
の
で
す
か
。 

▼
公
民
館
は
戦
後
間
も
な
く
、
荒
れ
果
て
た
郷

土
を
復
興
し
、
民
主
主
義
の
根
付
い
た
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
文
部
次
官
通
達
「
公
民
館
設
置
の
運
営
に

つ
い
て
」（
昭
和
二
十
一
年
）
が
出
さ
れ
、
全
国

に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
さ

ら
に
「
社
会
教
育
法
」（
昭
和
二
十
四
年
制
定
）

で
、
教
育
機
関
と
し
て
規
定
さ
れ
、
多
く
の
市

町
村
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。 

▼
初
期
の
公
民
館
は
戦
後
の
復
興
と
民
主
主
義

を
広
げ
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
荒

れ
た
故
郷
を
自
分
達
の
手
で
立
て
直
し
て
い
こ

う
と
す
る
学
習
活
動
で
し
た
。 

高
度
成
長
時
代
に
な
る
と
自
分
達
の
生
活
を

豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
関
心
が
向
か
っ
て
い

き
、
趣
味
的
な
活
動
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。 

近
年
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
学
習 

活
動
や
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
の
期
待
が
公
民

館
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

次号の公民館だよりは３月１６日(土)発行予定です 

 

岡山市立北公民館 

〒700-0081 岡山市北区津島東一丁目３－１４ 

Tel・Fax (086)254-4633 

e メール kitakouminkan@city.okayama.lg.jp 

http://www.city.okayama.jp/kouminkan/kita/index.html. 

が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
と
言
え
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

▼
「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
十
年
」
の
最
終
年
に
「
Ｅ

Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」
が
開
催

さ
れ
、
岡
山
市
で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
に

関
連
会
議
と
し
て
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
た
め
の
公

民
館
❘
Ｃ
Ｌ
Ｃ
国
際
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
岡
山
市
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
が
評

価
さ
れ
た
結
果
だ
と
言
え
ま
す
。 

▼
み
な
さ
ん
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

u
s
ta

in
a

b
le  

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t  
G

o
a

ls

）」
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
と
読

み
ま
す
。
日
本
語
で
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
今
後
は
こ
ち

ら
に
重
点
が
移
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ 

は
二
○
一
五
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
、
二
○
一
六
年
か
ら
二
○
三
○
年
の
間
に
達

成
を
目
指
す
国
際
目
標
で
す
。
今
後
は
公
民
館

も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
七
年
間
も
の
長
い

間
そ
の
時
々
で
様
々
な
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
通
信
」
の
発
行
を
通
し
て
、
公
民
館

と
地
域
と
の
交
流
が
深
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

―
今
、
岡
山
市
の
公
民
館
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動

が
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。 

▼
平
成
に
入
っ
て
全
館
で
社
会
課
題
に
つ
い
て

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
の
促
進
」、「
環
境
意
識
の
高
揚
」、「
健
康

づ
く
り
の
支
援
」
、
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
、

「
子
育
て
・
青
少
年
の
健
全
育
成
」、「
高
齢
者
の

仲
間
づ
く
り
と
学
習
機
会
の
提
供
」
の
重
点
分
野

ご
と
に
事
業
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
関
す
る
講
座
も
全
館
で
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

―
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
と
公
民
館
の
か
か
わ
り
は
ど
の

よ
う
に
で
き
た
の
で
す
か
。 

▼
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
）
の
十
年
（
二
○
○
五
年
～
二
○
一
四
年
）
が

国
連
総
会
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
岡
山

市
が
国
連
大
学
か
ら
「
Ｒ
Ｃ
Ｅ(

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す

る
地
域
の
拠
点)

」
に
認
定
さ
れ
、
市
民
団
体
や

行
政
な
ど
の
多
様
な
組
織
や
団
体
の
協
働
に
よ

っ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

公
民
館
も
地
域
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
拠
点
と
し

て
期
待
さ
れ
、
様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。 

―
北
公
民
館
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
は
ど
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。 

▼
北
公
民
館
の
活
動
内
容
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
と
表

記
し
て
い
な
く
て
も
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
で
あ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。「
伝
説
の
！
？
お
か
や
ま
歴
史
人

物
伝
」
は
岡
山
の
文
化
や
歴
史
の
継
承
で
す
し
、

「
外
で
あ
そ
ぼ
」
で
は
自
然
環
境
に
親
し
み
、
環

境
を
守
っ
て
い
く
意
識
を
高
め
、
「
元
気
で
長
生

き
を
目
指
す
」
で
は
地
域
を
歩
く
こ
と
で
、
健
康

増
進
と
地
域
の
再
発
見
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
通
信
」
も
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
紹
介
し
記
録
す
る
た
め
に
始
め
た
も
の
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
重
点
課
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
事
業 

―
岡
山
市
に
は
い
つ
か
ら
公
民
館
が
設
置
さ
れ

た
の
で
す
か
。 

▼
岡
山
市
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
「
岡
山
市
公

民
館
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
に
岡

山
市
立
公
民
館
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

合
併
地
区
に
地
区
館
や
分
館
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
公
民
館
振
興
計
画
で
中
学
校
区
に
一
館

ず
つ
設
置
す
る
よ
う
進
め
、
現
在
全
中
学
校
区
に

一
館
の
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

―
北
公
民
館
は
い
つ
開
館
し
た
の
で
す
か
。 

▼
北
公
民
館
は
昭
和
四
十
七
年
に
岡
山
市
立
岡

北
公
民
館
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十

四
年
に
岡
山
市
立
北
公
民
館
と
改
称
し
て
、
現
在

地
に
新
築
開
館
し
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
数
え
て

来
年
度
四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

昭
和
五
十
五
年
に
は
岡
山
市
優
秀
建
築
物
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
建
物
だ
け
で
な
く
、
運
営

面
で
も
北
公
民
館
は
岡
山
市
の
公
民
館
の
先
駆

け
を
い
っ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
趣
味
教
養
的
な

講
座
が
多
か
っ
た
公
民
館
事
業
で
す
が
、
「
女
性

学
」
と
い
う
社
会
的
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
市
民
の
方
と
一
緒
に
企
画
委
員

会
を
開
催
し
、
次
年
度
の
主
催
講
座
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
。
今
で
は
多
く
の
公
民
館
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
頃
は
、
文
教
地
区
の
公
民
館
だ

か
ら
こ
そ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

   

北公民館玄関 

外
で
あ
そ
ぼ 

元
気
で
長
生
き
を
目
指
す 

北
公
民
館
ま
つ
り 

  

夏
っ
子
オ
ー
プ
ン
公
民
館 

（
ち
ぎ
り
絵
） 
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  食器のリサイクルコーナー  不要になった食器がありましたらお持ちください。必要な方が持って帰られます。 

３月９日（土） 10 時～12 時  

参加費：１５0 円（コーヒー＆菓子代） 

男性同士が語らう場です。 

話を聴くのが好きという方も大歓迎。 

 

３月１２日（火）13 時～15 時  

内容：今年度のまとめ 

   次年度の計画（企画） 

☆みなさんの参加待ってます！ 

３月２２日（金）10 時～1２時  

内容：ポプリでサシェ作り 

講師：大塚 益美さん 

参加費：200 円（材料代） 

持ち物：針、糸、はさみ 

定員：15 人 

※3 月 16 日までに申し込みをお願いします。 

３月４日（月） 14 時～16時  

内容：続けよう介護予防－いつまでも住み慣れた地域でー 

主催：岡山市ふれあい介護予防センター   

事前申し込み不要。動きやすい服装でご参加ください。 

※平成３１年度も第１月曜日１４時～１６時に開催予定です。 

 

３月４日（月）10 時～12 時 

場所：北公民館 福祉室 

協力：御野学区愛育委員会 

※折り紙でチューリップを作り

ます。 

３月１９日（火）10 時～12 時 

場所：北公民館 福祉室 

内容：和みヨガ 

協力：岡北学区子育てボランティア 

 

☆子育て中のみなさん、 

地域の中に子育て仲間

をつくりましょう！ 

※色つきが休館日です。 

 21 日は祝日で休館とな

りますので、ご注意くだ

さい。 

公民館の駐輪場前に設置してある資源化物回収箱の 

ご利用は、回収時間とルールを守ってご利用ください。 

 

回収時間：午前９時～午後５時まで 

     （水曜日、祝日は休館） 

回収物：缶、瓶、食品トレー、蛍光管 

袋から出して回収箱へ入れてください。 

※電池、ペットボトルは回収していません！！ 

われたビンや陶器は入れないでください。 

  

  

  

 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       

 

平成３０年度の主催講座 

手芸（折り紙・扇子・しゃぼんアート・サシェ）やレクリ

エーション（歌、脳トレなど）、腹話術に料理、東洋医学

漢方と太極拳など参加者同士の交流を図りながら、楽

しく学習してきました。 

来年度も楽しく、知って得 

する内容を計画しております 

ので、お気軽にどなたでもご 

参加くださいね。３月の「公民 

館だより」をお楽しみに！ 

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
扇
子
を
作
ろ
う 


